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1. 財 2種類（1と 2），消費者 2人（Aと B）の交換経済を考える．消費者 Aと Bの効用関数は，それぞれ

uA(xA1, xA2) =
√

xA1 +
√

3xA2,

uB(xB1, xB2) = 2
√

xB1 + 2 ln xB2

のように与えられている．また，消費者 Aの初期保有は (10, 4)であり，消費者 Bの初期保有は (20, 2)
である．このとき，以下の問いに答えなさい．

（a）財 1の総量と財 2の総量を求めなさい．

（b）消費者 Aの財 1と財 2の限界効用を求めなさい．

（c）消費者 Bの財 1と財 2の限界効用を求めなさい．



（d）パレート最適配分においては両方の消費者の限界代替率が等しい（エッジワース・ボッ
クス上で両者の無差別曲線が接する）という条件を利用し，パレート最適配分における

消費者 Aの財 2の消費量 xA2を，消費者 A の財 1 の消費量 xA1，消費者 B の財 1 の消費量 xB1，

消費者 Bの財 2の消費量 xB2 の 3変数の式で表しなさい．

（e）財 1と財 2の実行可能性制約を書きなさい．

（f）消費者 Aが財 1を 12単位消費するとき，実行可能性制約を満たす消費者 Bの財 1の消費量を求
めなさい．

（g）パレート最適配分のうち，消費者 Aが財 1を 12単位消費する配分を求めなさい．



授業内課題解答

解答作成者：北村　友宏

※答案には重要な計算過程を示していればよい．ここまで詳しく説明する必要はない．

1.（a）財 1の総量は，
10︸︷︷︸

消費者 A

+ 20︸︷︷︸
消費者 B

= 30.

財 2の総量は，
4︸︷︷︸

消費者 A

+ 2︸︷︷︸
消費者 B

= 6.

（b）消費者 Aの財 1の限界効用 MUA1(xA1, xA2)は，

MUA1(xA1, xA2) =
∂uA(xA1, xA2)
∂xA1

=
1
2
(xA1)−

1
2 .

t(xA2) = 3xA2 とすると，
uA(xA1, xA2) =

√
xA1 +

√
t(xA2).

よって，消費者 Aの財 2の限界効用 MUA2(xA1, xA2)は，

MUA2(xA1, xA2) =
∂uA(xA1, xA2)
∂xA2

=
1
2
[t(xA2)]−

1
2 · dt(xA2)

dxA2
=

1
2
(3xA2)−

1
2 · 3 =

3
2
(3xA2)−

1
2 .

（c）消費者 Bの財 1の限界効用 MUB1(xB1, xB2)は，

MUB1(xB1, xB2) =
∂uB(xB1, xB2)
∂xB1

= 2 · 1
2
(xB1)−

1
2 = (xB1)−

1
2 .

消費者 Bの財 2の限界効用 MUB2(xB1, xB2)は，

MUB2(xB1, xB2) =
∂uB(xB1, xB2)
∂xB2

= 2 · 1
xB2
=

2
xB2
.



（d）パレート最適となる条件は，

−MUA1(xA1, xA2)
MUA2(xA1, xA2)︸                 ︷︷                 ︸
消費者 A の限界代替率

= −MUB1(xB1, xB2)
MUB2(xB1, xB2)︸                 ︷︷                 ︸
消費者 B の限界代替率

⇔ −
1
2 (xA1)−

1
2

3
2 (3xA2)−

1
2
= −(xB1)−

1
2

2/xB2

⇔
1
2 (xA1)−

1
2

3
2 (3xA2)−

1
2
=

(xB1)−
1
2

2/xB2
両辺 ×(−1)

⇔ (xA1)−
1
2

3(3xA2)−
1
2
=

(xB1)−
1
2

2/xB2
左辺の分母と分子 ×2

⇔ 1
3
(xA1)−

1
2 (3xA2)

1
2 =

(xB1)−
1
2

2/xB2
左辺の分母と分子 ×(3xA2)

1
2

⇔ 1
3
(xA1)−

1
2 (3xA2)

1
2 =

1
2
(xB1)−

1
2 xB2 右辺の分母と分子 ×xB2

⇔ 1
9
(xA1)−1 · 3xA2 =

1
4
(xB1)−1(xB2)2 両辺 2乗

⇔ (xA1)−1 · 3xA2 =
9
4
(xB1)−1(xB2)2 両辺 ×9

⇔ 3xA2 =
9
4

xA1(xB1)−1(xB2)2 両辺 ×xA1

⇔ xA2 =
3
4

xA1(xB1)−1(xB2)2. 両辺 ÷3 (1)

（e）財 1の実行可能性制約は，

xA1 + xB1 = 10 + 20 ⇔ xA1 + xB1 = 30. (2)

財 2の実行可能性制約は，
xA2 + xB2 = 4 + 2 ⇔ xA2 + xB2 = 6. (3)

（f）消費者 Aが財 1を 12単位消費する，つまり

xA1 = 12 (4)

のとき，(2)に (4)を代入すると，実行可能性制約を満たす消費者 Bの財 1の消費量は，

12 + xB1 = 30 ⇔ xB1 = 30 − 12 = 18. (5)

（g）xA2 を求めたいので，(1)を，xA2 だけを変数とする方程式に書き換える．(3)より，

xB2 = 6 − xA2. (3′)

消費者 Aが財 1を 12単位消費するとき，(1)に (4)，(5)，(3′)を代入すると，

xA2 =
3
4
·12 ·18−1(6− xA2)2 =

3
4
·12 · 1

18
(6− xA2)2 =

1
2
[
36 − 12xA2 + (xA2)2

]
= 18−6xA2+

1
2
(xA2)2.

よって，

xA2 = 18 − 6xA2 +
1
2
(xA2)2 ⇔ 0 = 18 − 6xA2 − xA2 +

1
2
(xA2)2 左辺の xA2 を右辺に移項

⇔ 1
2
(xA2)2 − 7xA2 + 18 = 0 左辺と右辺を入れ替え

⇔ (xA2)2 − 14xA2 + 36 = 0. 両辺 ×2



よって，

xA2 =
−(−7) ±

√
(−7)2 − 1 · 36
1

= 7 ±
√

49 − 36 = 7 ±
√

13.

(3)より，
xA2 ⩽ 6

なので，
xA2 = 7 +

√
13 > 6

は不適．したがって，
xA2 = 7 −

√
13.

これを (3′)に代入すると，

xB2 = 6 − xA2 = 6 −
(
7 −

√
13

)
= −1 +

√
13.

パレート最適配分のうち，消費者 Aが財 1を 12単位消費する配分は，

(xA, xB) = ((xA1, xA2), (xB1, xB2)) =
((

12, 7 −
√

13
)
,
(
18,−1 +

√
13

))
.


